
生物科学研究所 Research Institute for Biological Sciences

生物科学研究所は、儲かる産業としての農林水産業の確立を支援するため、バイオテクノロジーを駆使し、

県下の農林水産業の振興に資する問題解決型の研究を行っています。

○県産果物のブランド力を強化する次世代育種技術の開発研究

○県主要農作物における細菌病害防除技術の開発研究

○持続的な農業生産に向けた環境保全型農業生産システムの開発

○持続可能な農林業を支える種子選抜・肥培管理技術の開発

○県産農作物の機能性評価による高付加価値化の推進

○持続可能な飼料・食品産業を支える発酵技術開発

普及連携部

主な業務

Department of Dissemination Collaboration

登録商標 「白皇」
（品種名 「岡山 PEH７号」）

農業研究所 Research Institute for Agriculture

農業研究所は、消費者・実需者ニーズに対応した高品質で作りやすい県独自品種の育成のほか、一層の高付加

価値化、省エネ・省力・低コスト化、環境負荷低減や気候変動への対応など、多様化する新たなニーズに対応し

た新技術の開発を行っています。

ぶどうの高品質栽培技術の開発

産学連携推進課

大学や国、企業等との連携を強化し、相互の持つ技術や情報の活用による共同研究や気候変動に対応した研究

を推進するとともに、農林水産業における６次産業化の推進、農林水産総合センターの広報等を行っています。

農林水産総合センター内の各研究所により開発された新品種や新技術について、

権利化やその管理、実施許諾を進めるとともに、農林水産業者や関係団体等からの

相談対応や研修会開催など、知的財産に係る啓発を行っています。

知的財産センター

試験研究機関や行政等と連携し、開発された新技術・新品種等の迅速な普及、現

地課題の解決に向けた調査研究、普及指導員等に対する研修や活動支援、農林漁業

に関する技術対策情報の提供等を行っています。

普 及 推 進 課

作物・経営研究室

○稲、麦、特産豆類等の品種育成・選定

○稲、麦、黒大豆等の省力・高品質安定生産技術の開発と大規模実証

○地域活性化とマーケティング方策の解明

○もも、ぶどう等の品種育成・選定

○もも、ぶどうの高品質・安定生産技術の開発

○軽労化、温暖化対応技術の開発

果 樹 研 究 室

○いちご、花の品種育成

○野菜、花の省力・高品質安定生産技術の開発

○野菜、花の温暖化対応技術の開発

野菜・花研究室

○安定生産・省力・低コスト化技術の開発

○環境負荷軽減技術の開発

○農産物のブランド強化技術の開発

環 境 研 究 室

○環境負荷軽減型の病害虫防除技術の開発

○新規問題化病害虫の防除法の開発

○遺伝子解析による病害虫診断

病 虫 研 究 室

○りんどうの品種育成と栽培技術の開発

○高冷地に適した野菜・果樹の品種選定と栽培技術の開発

高 冷 地 研 究 室

病害虫防除所

農林水産総合センターには、農作物の病害虫の発生状況を調査し、

情報提供などを行う病害虫防除所を併置しています。

岡山県農林水産総合センター

センターの役割

ウイルス病の診断と対策

岡山県農林水産総合センター

儲かる産業としての農林水産業を確立するため、農林水産業者や消費者のニーズへ的確に対応し、ブランド力の

強化や生産性の向上、環境との調和、気候変動への対応など、農林水産業を支える技術の開発と普及に取り組むと

ともに、担い手等を育成する総合的な機関として活動しています。

総 務 課

知的財産センター

産学連携推進課

普 及 推 進 課

作物・経営研究室

果 樹 研 究 室

野菜・花研究室

環 境 研 究 室

病 虫 研 究 室

高 冷 地 研 究 室

経営技術研究室

改良技術研究室

飼養技術研究室

林 業 研 究 室

木材加工研究室

漁場環境研究室

教 務 課

研 修 課

旭 分 校

普 及 連 携 部

農 業 研 究 所

生物科学研究所

畜 産 研 究 所

森 林 研 究 所

水 産 研 究 所

農 業 大 学 校

※枠囲み内は、行政組織

　規則上の名称

・細胞工学研究部門

・遺伝子工学研究部門

・微生物工学研究部門

畜産研究所

（農業大学校　旭分校） 森林研究所

生物科学研究所 水産研究所

農業大学校 農林水産総合センター

普及連携部、農業研究所

農 業 研 究 所
高冷地研究室

森 林 研 究 所
木材加工研究室

畜産研究所は、畜産や畜産物に関連する技術開発や普及の拠点として、資源循環型畜産の構築や生産性向上

のための試験研究を行うとともに、優良家畜や精液、受精卵などの供給事業に取り組んでいます。

経営技術研究室

○企画調整と畜産普及指導業務の支援、畜産技術研修
の実施等

○地球温暖化防止に向けた家畜ふん尿処理技術の開発

○資源循環型社会を目指した家畜ふん尿利活用技術の
開発

改良技術研究室

○統計的手法や遺伝子情報を活用した種雄牛の改良及
び和牛精液の供給

○豚の液状精液や種豚の供給

○効率的な受精卵移植技術の開発及びこれを活用した
牛群の改良

飼養技術研究室

○乳用牛及び肉用牛の生産性向上を目指した飼養管理
技術の開発

○飼料作物の生産栽培貯蔵技術の開発

○牛群検定データの分析とフィードバック

○岡山和牛子牛の発育分析とフィードバック

ま き ば の 館

○畜産に対する理解を深め、畜産物の消費拡大を図る
ためのふれあい施設

搾乳ロボットによる
精密飼養管理

イアコーンの収穫

スクープ式堆肥舎

優良種雄牛の改良 ・
和牛精液の供給

性判別牛受精卵の供給

畜産研究所 Research Institute for Livestock Science

　平成11年４月、農業試験場と農業大学校から

なる「農業総合センター」を赤磐市に設置し、

その後、平成22年４月、農林水産部関係試験

研究機関を統合し、「農林水産総合センター」と

しました。

海面・内水面増殖研究室

栽培・資源研究室

いちご ・花の品種育成

ドローンを利用した水稲生育診断

りんどう

農産物のブランド強化技術の開発

畜産技術研修

まきばの館 ・ ラベンダー

果肉色の予測による効率的
モモ新品種育成法の開発

モモせん孔細菌病抵抗性の
判定による防除技術の開発

県特産物の機能的な
優位性の探索

環境ストレスを緩和する
バイオスティミュラントの開発


